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4各教科の一単位時間の配慮点 様式

【 】平成２６年度 練馬区立光が丘第八小学校 国語科

観 点 別 の 授 業 改 善 の 視 点
指 導 の 配 慮 点

（授業規律・発問・板書・個別指導・ノート指導など） 関心・意欲・態度を 話す・聞く能力を 書 く 能 力を 読 む 能 力を 知識・理解・技能を
向上させるための 向上させるための 向上させるための 向上させるための 向上させるための
手 だ て 手 だ て 手 だ て 手 だ て 手 だ て

(授業規則)チャイム着席、あいさつ、話の聞き方、持ち ・本時のめあてを確 ・子供が学習活動 ・本時の学習に合 ・句読点に注意し ・正しい言葉の使導 入
物の確認をし、学習規律を確立する。 認させる。 に興味をもてる わせたワークシ て、言語のまとま い方など言語事項

(板 書) 本時の単元名・課題を板書し、課題をつかま ・視聴覚器材を活用 範読をする。 ートを用意して りや言葉の響きな が身に付くよう、
せる。前時までの学習を思い起こさせる。 して、児童が疑問 ・音声言語のため 丁寧に視写をさ どに気をつけて読 ノートなどに正し

(教材提示）実物投影機、カラーコピー、ビデオ、本、 をいだいたり興味 の教材を活用す せる。 ませる。 い文を視写させ
実物など、児童の気持ちを引きつけるよう がもてるような教 るなどして、指 ・ノートには課題 る。、
な効果的な教材の提示を工夫する。 材の提示をする。 導の効果を高め 自分の考え、黒

るよう工夫する 板の板書を丁寧。
な文字で書かせ
る。

(発問）児童の考えを引き出し、他の児童の考えと関 ・一時間で学習内容 ・相手や目的、意 ・大事な文に線を ・叙述に即して読む ・本文や関連資料を展 開
連させられるような発問を工夫する。 の分かるワークシ 図に応じて、適 引き、書き込み とともに登場人物 実物投影機で写

(ノート指導）自力解決する時間を十分確保する。 ートを作成する。 切に話したり聞 させる。 の心情を前後の叙 し、確認を分かり
(話し合い）表現活動の目的・相手意識をもたせ、意欲 ・ 机間指導では、さ いたりする方法 ・ポストイットの 述と関連づけなが やすくする。

付けをさせる。まず自分の考えをもたせ友達 らに考えを広げた やどう評価した 活用によって、 ら、確かな読みが ・本文中の一文字の
の考えをよく聞き、自分の考えと比べたり関 り、考えのヒント ら良いかを児童 書いた内容の思 できるようにな 大切さを気付かせ

係づけたりして聞くことができるようにする。 になるような言葉 がしっかり意識 考を柔軟にさせ る。 る。
(読み取る）言葉に着目させ、教材文の内容を正しく読 をかけ、個々の意 できるように学 る。 ・指示語や接続語 ・マインドマップを

み取る。正しく読み取るためにワークシー 欲を引き出す。 習を構成する。 ・意図を明確にし と指示内容のつな 使って、内容をい、
トを活用する。 ・友達同士の相談の ・自分自身のこと 主題や要旨が明 がりを明確にし、 視覚的にも分かる

(書く） 構成や表現方法の工夫を学ばせて、自分の文 時間を設け、教え や経験したこと 確に表れる文章 語と語、文と文の よう分析し、整理、
章や発表の中に生かしていく。 合いや考えの交流 社会に関わるこ を書くことを積 関係をとらえさせ させる。

(授業形態）友だちと学び合い意見を交流するために小 をさせ学び合える となど、伝えた み重ねながら、 る。
グループ学習の場を設定する。 ようにする。 いという思いや 必要な情報を適 ・漢字の読みについ

(授業規律）友だちが何を伝えたいのか理解しようと聞 ・児童の考えのよさ 願いが強くなる 切に取捨選択で ては日頃から読む
く、発表する人は相手に内容を理解しても を教師が認め、意 ような活動を取 きる能力の育成 機会を多くし、教
らえるように発表するなど、話す・聞くの 見を発表しやすく り入れる。 を図る。 科書や読書を通し
態度面意欲面の大切さを指導する。 する。 ・グループで話し ・文章を読み直し て漢字の読みの習、

(ノート指導）学習内容の定着を図るため、新出の言語 合って考えをま 間違いを正した 熟と応用を図る。
事項や今後の学習の参考になる事柄を板 とめたり、意見 り、よりよい表
書する。 を述べ合ったり 現に書き直させ

(評価） 簡単な自己評価を取り入れる。 させる。 る。

(ノート指導）ノートのまとめには、本時の学習で分か ・簡単な自己評価や ・国語以外の教科 ・他の教科や総合 ・辞書利用の知識を ・語句については、まとめ
ったこと、もっと知りたいこと、疑問など次 友達への相互評価 においても自ら 的な学習の時間 確実に指導すると 表現力や理解力を
時につながることを書くように指導する。 を取り入れ、本時 の考えを発表す にも、国語科で 共に、日常的な場 高めるという観点

（板書） 学習したことの大切なこと、黒板に掲示した の学習を振り返る る場面を積極的 身に付けた力を 面においても、国 から、日常的に語
ことや発表したことなどを記録に残し、学級 ようにする。 に位置づけ、国 活用する場を意 語への関心を高 彙を広げていく。
で学習活動を共有する。 語科で身に付け 図的・計画的に め、積極的に辞書 熟語の構成や漢字

（評価） 簡単な自己評価や友達への相互評価も取り入 た力を活用する 設定し、書くこ を活用する指導を の成り立ちなどを
れる。 場を意図的・計 とへの習熟を図 充実させる。 言語小単元で指導

（授業構成）今日の課題が解決されたか確認する。 画的に設定する る。 ・図書室を活用す する。他教科の学。
次時の学習内容を予告し興味や関心を持て る。必要な本や資 習においても語句
るようにする。 料を選ぶことがで に気を配り、語彙

きるようにする。 を豊かにさせる。


